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＜ 毎 月 １ ９ 日 は 食 育 の 日 ＞ 

 
   

食の安全や衛生について考えよう  
    
食品の安全性を脅かすものとして

「食中毒」があります。これは、飲食店

での食事だけでなく、毎日食べている

家庭の食事でも発生する可能性があり

ます。 

例えば、肉には、食中毒の原因になる

細菌やウイルス、寄生虫などがついて

いることがあり、十分な加熱を行わな

いと食中毒を起こすリスクがありま

す。加熱調理された総菜や和え物など

でも衛生管理が粗雑なために、加熱後

に調理器具・器材や手指などからの汚

染を受け、食中毒の原因食品となる場

合があります。 

家庭での食事作りにおける食中毒予

防のポイントをチェックしてみましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

（出典：厚生労働省ホームページ） 
       

考えてみよう 
   
 事例１  飲みかけのペットボトルのお茶を長期間常温に放置したところ、カビが生えてきた。 

 

 

 

 

 事例２  朝作った弁当を日当たりの良い外に置いておいた。昼間食べられなかったため、夜に食べよう 

としたら酸っぱいにおいがした。 

 

 

 

食育だより 

出典：文部科学省「中学生用食育教材「食」の探求と社会への広がり」 

 

明日からいよいよ夏休みです。夏休みには、食事を自分で

作ったり、弁当を食べたりする機会が増えるのではないでし

ょうか。衛生的に、安全に食事をするために、どんなことに

気を付けたらよいのでしょう。 

次の 2 つの事例について、それぞれ、どんなことが起きているのか、どのようにすれ

ばよかったか考えてみましょう。 


